
宣 言 日 令和4年10月7日

住 所 蕨市中央5-17-16

県 内 企 業 等 の 名 称 そろばんセンター

代 表者 役職 氏名 代表　中山　佐江子

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

若者の社会経験を積む機会を創出するため、
高校生を中心としたアルバイトの雇用を促進す
る。
＜（現状値）202１年の数値＞
雇用者数：0人

＜2030年に向けた指標＞

10人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

5人

社会貢献活動の一環として、認定NPO法人カ
タリバ、蕨市の祭り等に寄付活動を行う。
＜（現状値）202１年の数値＞
寄付金額：0円/年

＜2030年に向けた指標＞

50,000円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

20,000円/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

6,000枚/年（2021年比　40%削減）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

8,500枚/年（2021年比　15%削減）

環境保護の観点から、タブレット端末の使用を
推進し、ペーパーレス化を実現する。
＜（現状値）202１年の数値＞
コピー用紙使用枚数：10,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

「そろばんを学ぶことで計算力だけではなく未来の土台を育み、自律的な人間になって欲しい」という思いを持ち、
そろばん塾を介して子どもたちが地域の未来を担う人材となれる手伝いをしていきます。教育によって人が育ち、
社会生活を形成して、住み続けられる場所が続いていくことは、持続可能な開発目標（SDGs）と同じ方向を目指す
ものであり、自らも事業を続けていくことにより、SDGsの達成に貢献していきます。

そろばんセンター

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


